
 

 

 

大同病院総合診療科専門研修プログラム （ローテーション概要）                                                     

※ 実際の研修計画は、年度ごとに各専攻医の希望や研修状況を判断し、研修分野、研修施設単位で研修時期、研修順を考慮する。     定員：2人/年 

月度 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

専
攻
医 

１
年
目 

内科研修       （６～12 か月）           ＜基幹施設＞    大同病院 

・ 内科ローテーション研修 
・ 外来診療：総合内科 3～6 か月、内科専門診療 7 分野（消化器、呼吸器、循環器、神経、糖尿病・内分泌、腎・膠原病、血液）を一部並行して 3～6 か月、担当または当番制の外来診療を行う 
・ 入院診療（必要 40 症例と提出病歴要約 10 件．大同内科研修システム「内科は一つ」に属し、必要症例を選択し、主担当医として診療を行う） 
・ 退院調整に積極的に携わる（介護保険制度、看とり、老人保健施設、特別養護老人施設などの現状把握） 
・ 入院患者が外科、整形外科、歯科口腔外科治療が必要になったら専門科の担当医と共に診療に参加する 
・ 認知症疾患医療チーム、医療安全チーム、嚥下機能評価チーム、院内感染制御チーム、抗生剤適正使用監視チーム、緩和医療チームに参加する 
・ 担当患者の病理検体や喀痰などの生体標本は病理医や検査技師と共に検討する 
・ 当直業務 

専
攻
医 

２
年
目 

小児科研修   （３か月以上） 

＜基幹施設＞大同病院  

＜連携施設＞重心施設にじいろのいえ 

＜関連施設＞だいどうクリニック 

救急科研修      （3 か月以上） 

＜基幹施設＞ 大同病院 

総合診療Ⅱ研修    （3～6 か月） 

＜基幹施設＞ 大同病院 

＜連携施設＞ 中央ｸﾘﾆｯｸ   大同みどりｸﾘﾆｯｸ 

＜関連施設＞ だいどうクリニック 

   日長台ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ   内田橋ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ 

総合診療Ⅱ研修 （6～12 か月） 

＜連携施設＞ 諏訪中央病院 

             飯塚病院 

 

 

・ 外来診療 
・ 入院病棟診療（NICU を含む） 
・ 小児在宅診療 
・ 障害児者の診療 
・ 学童検診、乳幼児健診 
・ 予防接種業務 
・ 小児虐待対策委員 
・ 当直業務 

 

・ ＥＲ業務 
・ ＩＣＵ業務 
・ 当直業務 

 

・ 患者包括ケア 
・ 総合内科（総合診療部門）として、救急外来

の受診患者について、疾病・疾患の内容にかか
わらず診療にあたり、必要な専門診療分野の知
識・技術を各分野指導医から学び、総合診療
力や連携診療のマネジメント力を養成する 

・ 当直業務 
・ 初期研修医の指導 

・ 総合診療科研修 

 

専
攻
医 

３
年
目 

総合診療Ⅱ研修（6～12 か月） 

＜連携施設＞ 諏訪中央病院 

             飯塚病院 

 

総合診療Ⅰ研修   （3～9 か月）   
＜連携施設＞総合在宅医療クリニック 

           （本部・名駅） 

＜関連施設＞だいどうクリニック 

総合診療Ⅰ研修    （6～12 か月）   

＜連携施設＞ 知多厚生病院・附属篠島診療所， 豊田地域医療センター, 

             南高山地域医療センター 

 

・ 総合診療科研修 

 

 

・ 地域包括ケア病棟診療、療養病棟診療 

・ 在宅医療 

・ 健康増進活動（各種健診、特定保健指導） 

 

 

・ 医療資源の乏しい地域での研修 

 


